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《 輸入大豆 》 

〇１８年産米国大豆作付意向面積、１％減の８，８９８万Ａと頭打ち‐米農務省 

 米農務省はこのほど１８年産米国農作物の作付意向調査を発表しました。それによると大豆

の作付意向面積は前年比１％減の８，８９８万Ａと９，０００万Ａを超えた１７年産から頭打

ち傾向がうかがえます。 

数値が発表された３１州のうち１５州で前年を下回っており、主要州ではアイオワ州で２％

減、ミネソタ州で３％減、カンザス州やオハイオ州で５％減となっています。 

 一方で最も面積が大きいイリノイ州は前年並みで、ノースダコタ州も前年並み、インディア

ナ州では３％増となっています。 

 

 

 

《 トピックス 》 

〇米中貿易摩擦で米国産大豆に大幅関税を発表 

 中国財政部は４月４日、米国が原産地の大豆などの農産品に対して２５％の関税をかけると

発表しました。特筆すべきは、発表前日に中国は２０１８年の重点的な財政施策として、「強

農恵農（農業を強化し、農村に恵みを）」政策を発表したことです。 

 東北三省（遼寧、吉林、黒竜江）と内モンゴルで、トウモロコシと大豆の生産者に対する補

助金制度が設けられ、大豆の補助金はトウモロコシよりも高く設定されるとのことです。 

 一方では、米国産大豆の関税を上げ、もう一方では国内の大豆生産を後押しするということ

で、米中間の貿易の駆け引きの中で、大豆という切り札を切った中国の本気度がうかがえます。 

 中国は近年、米国産大豆の最大の輸入国であり、比率も年々上昇していました。中国国家統

計局によると２０１０年には２，３５９万トンだった米国産大豆の輸入量は、２０１７年には

３，２８５万トンに増加。２０１７年の米国産大豆の輸出量は中国向けが５７％を占めました。 

 今回の一連の騒動でシカゴ相場が乱高下するなど世界中で影響は広がっており、今後中国産

大豆の価格が上昇する可能性も高く、日本への影響も懸念されています。 

 

 

〇ミツカン、納豆１０品を６月から１０～２０％値上げ 

 ミツカンは２日、納豆商品１０品の価格改定を６月１日から行うことを発表しました。 

 同社では、人件費を含む製造コストの高騰を吸収するべく努力を重ねてきたが、企業努力で

は吸収しきれない厳しい状況となっている。引き続き品質の維持・向上に努めながらも、安心・

安全な商品を安定的に供給するために、納豆１０品を６月から１０～２０％値上げすることを

発表しました。 
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《 国産大豆 》 

〇平成２９年産国産大豆入札情報 

 このほど日本特産農産物協会は平成２９年産大豆の３月の入札結果を発表しました。 

それによると、上場数量９，１８８トンで、落札数量が２，５１２トン、落札率は２７％と

いう結果となりました。平均落札価格は、６０ｋｇ／８，１４２円となり、前月から６０ｋｇ

／２６２円値下がりしました。 

 

 普通大豆の銘柄別では、北海道とよまさり大粒は７，６４９円と前月から２１９円下落、 

スズマル小粒は８，５００円と１，２１６円値下がりました。 

 今後の入札は実需者が新穀の確保を急いでいないこともあり、４月の入札も３月並みで推移

するのではないでしょうか。 

 

     入札月     上場数量     落札数量      落札率              

  １７年 １２月   ３，８８３ｔ     ９２１ｔ     ２４％  

  １８年  １月   ８，２９７ｔ   ２，７４２ｔ     ３３％ 

  １８年  ２月   ９，８７７ｔ   ２，５８５ｔ     ２６％ 

  １８年  ３月   ９，１８８ｔ   ２，５１２ｔ     ２７％ 

                                                 

    合 計   ３１，２４５ｔ   ８，７６０ｔ     ２８％ 

 

 

《 大阪豆腐組合 実演会開催 》 

3月 25日(日)に大阪で大阪府豆腐油揚商工組合主催の製造実演会が 

とり行われました。 

青年部を主体に多くの職人さんが豆腐製造の技術をお披露目し、業界の底上げ 

を願った。実演会は当初『これまで積み上げてきた技術を他人に見せるなんて!』 

と、批判の声もあったそうですが、今では『美味しい豆腐 

を皆で作って消費者に喜んで頂こう』という志の職人さん 

が多く集い世間から注目を集めています。 

ミヤギシロメの品質比較も合わせて行われ、そんな志高き 

職人さんの心を掴んだ産地はＪＡ栗っこ(志波姫地区)。 

多くの職人さんの支持を得た格好となりました。 

他にもＪＡみどりの(岸ｹ森生産組合)のミヤギシロメも 

好評で、参加した豆腐マイスターさんからは『うまい、 

甘い』と絶賛の声が聴かれました。 


